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ヒ マ ラヤ ・ア ッ サ ム ・バ ン グ ラデシ ュ 多雨帯 にお けるモ ン ス ー
ン 準 2 週 間周期変動

　　　　　　　　　　　　　　一時空 間特性 とその 機構 一

　　　 安成　哲三 ・森本章仁 ・藤波初木 （名 大 ・地 球水循環研 究セ ン ター）

L 　は じめに

　　　ヒ マ ラヤ 山脈 南麓か らア ッ サム ，メガラ

　 ヤ ，バ ン グラデ シ ュ に か けて の 地域は世界

　 有数の 多雨地帯で あ り，そ の 多雨 をもた ら

　 す の は季節 内変動 モ
ー

ドの
一

つ で ある準 2

　 週 間周 期変動 （Quasi　Biweekly　oscillation ，

　 以 下 QBW ）に伴 う雲 ・降水 活 動が 顕著で

　　あ る こ とが わか っ て い る（Murata　et　aL ，

　 2009 ；Fujinami　et　al ．，2010 な ど）．しか し、

　　こ の QBW の 起源や 力学 につ い ては未解 明

　　な点が多く残 され て い る ，本発 表では降水

　 量 の QBW に伴 う水 蒸気輸送 ・収束場 や大

　 気循環場の 時空 間特性を 明らか にする と共

　　に、こ の QBW にお ける熱 帯 ・中緯度間の

　 相 互 作用 や チ ベ ッ ト高原 の 役割 に つ い て の

　 解析結果 を示 す，

2．デー
タ と解析手法

　　 降水量の 時空間解析に は、高解像 日雨量

　 デー
タセ ソ トAPHRODITE （Yatagai　et　al ，

　 2009）を、大気循環場 の 解析に は JRA −25

　　を用 い た。本研 究で は特に ヒ マ ラヤ ・ア ッ

　 サム の 多雨域 にお ける降水量の ス ペ ク トル

　 解析 （図 1） を行 っ た後、QBW 時間ス ケ

　 ール 変動を 7〜25 日バ ン ドパ ス フ ィ ル ター

　　で 取 りだ し、こ の 変動に 対応 し た水蒸気 ・

　 大気循環場等の 合成解析等 をお こ なっ た．

3．結果

　　 降水量の QBW 変動に は、図 1 に示す よ

　　うに、約 2 週間周期 と 7・10 日程度の 2 つ の

　 周期帯があ る こ とが分か っ た。QBW ヒ マ

　　ラヤ 地域に お ける降水の 活発期で は，ベ ン

　　ガ ル 湾か らイ ン ド亜大陸にか けて 高気圧性

　 循環偏差，チ ベ
ッ ト高原一ヒで 低気圧性循環

　 偏差の ダイポ
ー

ル パ ターン を示 し，ヒ マ ラ

　 ヤ 山脈南麓沿 い で は西風 偏差が卓越す る．

　 それに伴 っ て，アラ ビ ア 海か ら供給 され る

　 豊富な水蒸気が こ の 地域の 多雨に とっ て 重

　 要である こ とが示 された．こ の 南北パ タ
ー

　　ン は、対 流圏 の 下層 か ら上層まで ほぼ
一．．
様

　 の 構造を示す こ とがわか っ た，

4．考察

　　 南北 の ダイ ポー
ル 的循環 パ タ

ー
ン は 、チ

　 ベ ッ ト高原付近 では テイ ラ
ー柱的構造を伴

　　っ てお り、夏 の弱い 偏西風 循環 とチ ベ
ッ ト

　 高原 の 力学的を介 した熱帯 ・中緯度間 の 相

　 互作用 が QBW 形成 に重要 な役割 を果た し

　　て い る こ とが示唆 され た。

　　 （図 ユ ： ア ッ サム 地域 の 降水量 の ス ペ ク トル 解析）

　 　 　 　 　int8rannnuct　voriation 　of 　pewer　s卩ectrum 　e 「precip、（mm7day ）
　 　 　 ．19箱
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（図 2 ：QBW に 伴 う 500hPa で の 循環場 と風ベ ク

トル の 偏 差 ）
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